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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提出⽇ ：  ２０２２  年 ４  ⽉ 20 ⽇ 
● 事業名 ： 未来につなぐ持続可能な地域社会を⽬指した、⼦ども・若者とその家族のための「⽣きるを⽀える」多機能的⽀援事業 
● 資⾦分配団体 ： NPO 法⼈ ETIC 
● 実⾏団体 ： ⼀般社団法⼈ ⼩⾖島⼦ども・若者⽀援機構   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☑有 ☐無 
 
1 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 
1.⼦ども・若者やその家族が、
困りごとにあった際に安⼼して
声を出せる場所や⼈とのつなが
り。 

・ 相 談 （ 困 り ご と
等 ） 回 数 や ニ ー ズ
（思いや夢などを含
む）の発出回数や頻
度の増加 

⾃分が抱える困りごとや想
いを⾃由に発出しても安全
に護られる場があるという
認識が持てる 
また声を出せる場所や⼈と
のつながりができている。 

2023 年
3 ⽉ 

・相談回数が 90 回近くになっ
ている。また、移動⽀援の依
頼も 20 回を超え、ユーザー
が、気軽につながっている状
況がわかる。 

１ 

1.⼦ども・若者とその家族の課
題に対する⽀援組織、⽀援者、
協⼒団体、協⼒者が増加して、
当事者が孤⽴することなく、サ
ポートを受けられるようにな
る。 

⼦ども・若者とその
家族の課題に対する
⽀援組織、⽀援者、
協⼒団体、協⼒者の
増加。 
地域のサポートの回
数。 

ボランティアが少しずつ増
えていく。 
協⼒団体や協⼒者が少しず
つ増えていく。 
その結果、本⼈や他機関、
地域から相談が増えている
状態。 

2023 年
3 ⽉ 

・ステークホルダーとの連携
件数が 150 件を超えている。 
・学校や福祉課・⽣活保護課
等、⾏政からの連絡が⼊るよ
うになった。 

１ 
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1.⼦ども・若者とその家族を中
⼼にした地域交流の機会の創
出。 

交流イベントの開催
機会 

⼦ども・若者とその家族を
中⼼に、誰でも気軽に参加
できる場が存在する状態
（⼀時的なもの・恒常的な
もの 等） 

2023 年
3 ⽉ 

・⼦育てカフェの開催約 50 回
で約 150 ⼈近くに上ってい
る。 
・その他、季節の⾏事(浴⾐を
着る会・七⼣・ハロウィン・
クリスマス会・成⼈式を祝う
会)など、週末遊びと称して、
延参加⼈数は 500 ⼈ほどにも
膨らんだ。 

２ 

2．当法⼈や⺠間やボランティ
アを含む複数機関による⽀援会
議が頻繁に⾏われ、包括的な⽀
援ができるようになる。 

複数機関による⽀援
会議の回数の増加。 
複数機関による⽀援
会議に参加する⽀援
者、団体の増加。 
他機関による⽀援会
議を⾏って、包括的
な⽀援を⾏ったケー
スの数。 

個別のケースに対する⽀援
ネットワークができ、⾏政
や教育機関等と連携して、
より丁寧な個別のサポート
が⾏われるようになる。 

2023 年
3 ⽉ 

・達成できた部分：⽀援ネッ
トワークの芽がそだった「み
んなの島のおむすびネットワ
ーク」 
・未達成の部分：⽀援会議が
頻繁に⾏われているわけでは
ない。 

４ 

2,本⼈や家族や連携機関や地域
など多⽅⾯からの相談が増え、
ステークホルダーとの必要な連
携⽀援が⾏われるようになる。 

相談件数。 
個別⽀援の回数。 
ステークホルダー
（連携先）との連携
回数。 

切れ ⽬ の な い ⽀ 援 を ⽬ 指
し、フォーマル/インフォー
マル間で、連携的な⽀援が
流れることにより、⼦ども
が発信しやすくなり、⼦ど
もの利益が護られる状態。 

2023 年
3 ⽉ 

・フォーマル/インフォーマル
の つ な が り が で き始め て き
た。 
・他機関との連携回数は上記
の通り約 150 件以上。 
・学校に⾏きたくないという
気持ちを⼤事にして、不登校
児童本⼈に聞き学校と連携し
ながら、無理の無いアプロー
チを進めている。 

１ 
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2.⼦ども・若者とその家族の課
題に対する⽀援組織、⽀援者、
協⼒団体、協⼒者が増加して、
当事者が孤⽴することなく、サ
ポートを受けられるようにな
る。 

⼦ども・若者とその
家族の課題に対する
⽀援組織、⽀援者、
協⼒団体、協⼒者の
増加。 
地域のサポートの回
数。 

ボランティアが少しずつ増
えていく。 
協⼒団体や協⼒者が少しず
つ増えていく。 
その結果、本⼈や他機関、
地域から相談が増えている
状態。 

2023 年
3 ⽉ 

・協⼒団体が増加している。
島内のリサイクル資源の環境
整備の た め の 「 クリー ン作
戦」への協⼒要請や、「アー
スデイ 」 イベン トへのお誘
い、また、年中⾏事を関係組
織とコラボして⾏うことで、
地域との交流が活性化してい
る。 

１ 
 

3.⼦ども⾷堂や居場所活動への
関⼼や理解が深まり、参加者や
ボランティアや協⼒者が少しず
つ増える。 

⼦ども⾷堂への参加
やボランティア希望
などの問い合わせ数
と参加⼈数。 
⼦ども⾷堂の開催回
数。 

草壁と⼟庄の⼆か所で定期
的に⼦ども⾷堂を実施し、
ボランティアが集まり、⽀
援が必要な⼦どもたちがよ
り多く参加できるようにな
る。 

2023 年
3 ⽉ 

・居場所の開催回数が年間 150
回近くに上っている。 
・ コ ロ ナ禍、密を避け る た
め、宅⾷に切り替えたことも
あり、宅⾷数が 1700 ⼈分を越
えた。 
 

２ 
 

3.⼦どもの福祉に関する講座や
勉強会が定期的に⾏われて地域
の⼈も参加するようになる。 

講座や勉強会の回
数。 
参加者の数や幅。 

2020 年に⾏われる連続講座
に多様な⼈が集まり、次年
度以降も定期的に講座や勉
強会 が ⾏ わ れ る よ う に な
る。 

2023 年
3 ⽉ 

・定期的な講座や勉強会は数
が少ないものの、保健師さん
に来てもらって、⾃分の⾝体
を⼤事にするためのレクチャ
ーをお願いした。 
・2022 年度はシンポジウムを
開催予定 

３ 

 
＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  状況をプルダウンより選択してください▼ 2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☑変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 
 

3. 活動に関する報告 
＜全体的なこと＞ 
・ 当会を経由した、2021 年度の全体の交流数（居場所の参加⼈数やお弁当配⾷の個数など）の延回数(⼈数、或いは件数)が、5000 回を

超えた。単純⽐較はできないが、これは、島内⼈⼝の約 15％程度にあたる。 
・ ⼩⾖圏域ネットワーク会議(社協や町の福祉課等、島内で福祉事業所がつながるためのネットワークで、主に防災活動拠点設営のため

など、情報交換の場になっている)に参加できた。 
・ ⼩⾖島町と⼟庄町に、休眠預⾦事業終了後の団体継続(存続)についての相談が受け付けられた。 
・ ⼩⾖島町から補助⾦が⽀給されることになった。 
・ ニーズ調査のアンケート依頼⽂（QRコード込）が、⼟庄町の町誌で掲載されることになった。⼩⾖島町は交渉中。 
・ 過去、未だ団体が発⾜した直後は、何をしている団体かわからないというイメージが先⾏した多⾯、⾏政窓⼝担当者の対応が冷たかっ

たが、2021 年度に初めて、⾏政窓⼝の担当者から「ご苦労様です」と労いの声をかけられ、活動が認められ始めたことを感じた。 
・ 「みんなの島のおむすびネットワーク」（官⺠問わず、⼦ども・若者の福祉的⽀援に特化した、島内で初めての⼦ども・若者とその家

族のためのネットワーク）を⽴ち上げることができた。そのチームの中で「ライン相談」が⽣まれた。 
・ 島内での活動への理解が確実に拡がっている。 

 
＜個別の⽀援について＞ 
・ 当会の居場所につながり、⼀緒に活動を始めたメンバーから、「この活動を始めてから死にたいと思うことがなくなった。私にも居場

所を作ってくれてありがとう。」とのコメントが発出された。 
・ 居場所を卒業して、就労が決まった若者が出現した。⾼校では、発達の特性が⼼配されていたが、学校との連携の下、4 回⽬の⾯接で
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無事就労が決まり、4 ⽉現在元気に働いている。また、⽣活保護からも離脱できた。その際に、学校教諭(管理職)から、その⽣徒の成
⻑は、当会の⽀えなしには成し遂げられなかったとの謝辞を得た。 

・ ひとり親、⽣活保護、⾼校中退と重複した困難の中にある若者の成⼈式参加を県外の協⼒者も得て、⾏うことができた。 
その後の感想として「こんなにたくさんの⼈が⾃分を応援してくれて本当に嬉しかった。感動した。」と普段、⼝数の少ないその⼦
が、⾃分の⾔葉で発信できた。その後、運転免許の資格取得のために動き出している。 

・ この 1 年以内に同居家族全員を亡くし、1 ⼈暮らしになった 20 代の若者がいた。近隣の地域住⺠から、⽇中の徘徊を⼼配する声が届
き、当会の居場所と配⾷、また当会が開始した福祉制度事業につながった。その後、本⼈の働きたいという強い希望の下、多機関連携
を進めたことで、障害年⾦の取得や障害者就労にもつながり、社会参加を果たせている。様相が変わり、笑顔が⾒られ、会話も進むよ
うになったことで、権利擁護活動が推進されたと⾔える。 

・ その他、被援助者から、お礼の⾔葉を多数受けている。 
 

＜考察＞ 
・ 当会に関わる若者が、確実に成⻑を遂げており、そのことで地域の⽅々からの評価を得ることができるようになった。 
・ 「都会には逃げ場所がある。逃げたら良い。」と⾔われる。それは⽿障りの良い⾔葉であるが、逃げても、⾃分の⼼はごまかせない。

ザラリとした感覚が残ることがある。逃げることを否定しないが、⼼を裸にして関わることの⼤切さ、また、⼼を裸にした後という感
覚が存在し、乗り越えた後の他者との関係性を継続させる要素が、地⽅の⼩地域ではその機会が多いことを学んだ。⼦どもや若者たち
と、葛藤や苦悩のその後を⼀緒に体験でき味わう中で、若者が成⻑を遂げている。それは、家族以上、或いは家族では得られない関係
性というべきものである。若者にとっては、そのようなサポーティブで丁寧な関わりや体験の機会の獲得が可能になっている。 

・ 過疎地域の良さがある。⼈⼝が少ないため、丁寧な寄り添い⽀援ができる。困っている⼦ども・若者や家族がいたら、⺠間団体の良さ
を⽣かした⾃然な関りを通した⽣活⽀援を⾏いながら、つながっていくことが可能である。この良さは、時間・空間(⼈と⼈との物質
的距離の確保)という地⽅の地域ならではの環境が⽣み出せる技であり、リアルでの体験値が断然⾼くなる。そのことで、⼦どもや若
者が⼀⼈の⼈間になるための⼼⾝の成⻑にとって⽋かせない要素を、⽀援の中にふんだんに盛り込めることを再認識している。そのた
めだろうか、社会参加への⼦どもや若者たちの変化が、都会に⽐して速いと感じる。 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
・ マスクや検温など、感染対策の強化。 
・ ⼦ども⾷堂参加⼈数を最⼩限にするため、広報を控えた。 
・ 弁当配⾷に切り替えた。 
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③広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

☑⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☑広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☑イベント実施時に表⽰している ☑その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：使⽤している物品(公⽤⾞)に、表⽰している 

2. 広報 
1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 

 
2.広報制作物等 

・ SNS（HP・facebook・インスタ 等）で発信している。 
 

3.報告書等 
・ 連続講座の報告書 
 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 

・ クリスマス会やひなまつりなどの年中⾏事、及び、リサイクル会などの地域交流 
 
④規程類の整備に関する報告  

1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  ☑整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

☐全て公開した ☐⼀部未公開 ☑未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

理由：現場の⽀援活動に追われて、事務作業に充てる時間がないため。 
公開予定⽇：5 ⽉中。 
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3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 

1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 
☑はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
☑はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
☑はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
☑はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
☑はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☑内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料：活動の写真（画像データは 1 枚２MG 以下、3〜4 枚程度） 

 

 

 

 

 


